
 

 

 

 

 

 

 

◆令和６年度 東京都生活学校連絡協議会施設見学会の開催 

令和６年８月２７日（火）に、東京都生活学校連絡協議会の施設見学会が開催されました。 

心配されていた台風１０号は西に移動しましたが、急に激しい雨が降ったりする不安定な天気の１日でした。 

しかし、見学中は雨も上がり、蒸し暑い１日でしたが、無事施設見学会を行うことができました。今回の台風

１０号で被害にあった方々には、心よりお見舞い申し上げます。 

当日は、映画「男はつらいよ」で有名な東京都葛飾区にある柴又帝釈天を最初に見学しました。二天門をく

ぐると、正面には帝釈堂があり、左手には映画「男はつらいよ」で鐘をつくシーンが描かれている大鐘楼堂が

ありました。 

お昼は、名物の草だんごや塩せんべい等を売る店が軒を連ねている参道の中にある「亀家本舗」さんで頂

きました。お店の方から、寅さん役の渥美清さんが亡くなって２９年経った話や、駅前にある寅さんとさくらの銅

像についてのお話しをお伺いしました。最後はバスまでお見送りにきて頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昼食後は、バスで千葉県市川市に移動し、同市にある家電のリサイクル会社、（株）ハイパーサイクルシステ

ムズの工場を見学しました。 
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同社は、家電リサイクル法の施行を踏まえ、１９８８年に設立された会社です。基本理念は、「『地球環境保

全』が経営の最重要課題の一つであることを認識し、『自然環境の保全と環境にやさしい企業活動』を念頭に

置き、地域社会に調和した持続可能な事業活動を推進するために、全ての事業活動および社員行動を通じ、

継続的な環境保全と向上に努める。」としています。モノからモノを生み出す再生素材の生産工場として、ゼ

ロ・エミッション社会の実現に取り組んでいます。 

工場では、エアコンや冷蔵庫、洗濯機等の家電をはじめ、OA 機器を中心とした産業廃棄物等を回収し、

再資源化を図っています。回収した機器を分解・破砕し、排出された混合プラスチックは選別処理を経て、再

び冷蔵庫やエアコンの部品の原材料として利用されます。粉砕で発生した冷蔵庫の断熱材ウレタンやプラス

チックのダストは、固形燃料化されて製紙工場等で利用されます。また、機器内のプリント基板類や HDD 等

は、破砕処理後、精錬の上、金、銀、銅等の貴金属として利用されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工場見学の前に、研修室において、同社社員の唐金さんから、会社の概要とリサイクルの工程をお聞きし、

金属とプラスチックを分ける仕組等を模型で具体的に説明して頂きました。また、産業廃棄物を取り扱ってい

る会社なので、なかなか若い人材が集まらない現状についてもお話しがありました。その後、実際に工場見学

を行いました。 

同社の唐金さんと佐々木さんには、分かり易い説明と安全を優先した工場内の誘導、そして私たちからの

質問にも丁寧にお答えをいただき、大変お世話になりました。参加した会員の方も充実した大満足の視察に

なりました。参加していただいた皆さんお疲れ様でした。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 


